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の内に家が

なかなか面白い｡昔の岩倉の

ときはびっくりなかったまとであ

ほど確かに

いてあるうえに写真を見て､へえーつと驚くのがまた楽しい｡昭和三十年の写真で見ると､

ある｡鳥居は内の近くに石と木と

と立ち木が

があるが､鳥居の大鳥屈の内のことをへ二百メートルくらいの所に位置し大きくたいへ今でもそうむまえの田

一本の太い選がまっすぐに

く£つ一

組は競べ馬のための馬場で

暗な竹やぶの向

った｡長谷八騰神社では毎年四月二十九日

スン

ンズンという地響きのよ

わたしは何でも
好きで､最寄りの本屋

まるではなくなってし

という本を見つけて早速買

うな得体のしれない物音が近づいてYる｡地

うめ

霊が暗いているようで怖かったが､あとから

しんこうさい

考えると､それは十月十日の神幸祭前日の太



鼓の音なのだった｡毎晩タヌキが出没するのも珍しかったが､この頃は昼間出くわしても平気になった｡タヌキばかりかサルの集団もキッネも現れる｡

四季の移りとともにあった暮らしの形とけ

じめ｡農耕民族日本人が何百年も続けてきた､しきたりや暮らしの習慣がこの家のまわりには色濃く残っているのを感じる｡結婚して田舎の家を出てからのわたしは都会でばかり暮らしてきた｡いわば浮き草のように各地を転々として､どこで暮らしてもその土地にそ

なじ

れなりに馴染んで楽しかったと思う｡けれど､

ある｡参拝者は意外に少ない｡｢毎年､人の数が減ってねえ｣　と､木の根元ちかくに腰をおろした土地のおばあさんが話しかけてくる｡
ゆにわた斎庭には大きな木の根が勢いよく焚かれ

も小ソ

暗い神社の杜に音をたてながら火の粉をあげ

のりと

ている｡やがて神主さんが現れて祝詞をあげ

･ささー

る｡白装束の氏子たちが順番に供物を捧げ持って､本殿の暗がりから一人ずつ現れる｡氏

しきみ

子たちはまったく口をきかない｡唇に椿の葉

さんぽう

を一枚はさんでいるからである｡三方には大

にんじんかぶ

根､人参､蕪､青菜など畑の作物が載っている｡氏神様への御礼の行事なのであろう｡

長谷八幡の入り口の火をつけに来て拝近に見るような暮ら

子歩み来　　　『歩く』

な気がする｡
一昨年は病気を

問が過ぎてゆく氏

た｡歩くのもし

同

の数がふえはじ

かけたといってをいれても百メ

はつもう

初詣での人
かに､不の鳥居の

向こうからやってくる人たちの話し声もする｡

初詣での人の中には鶴見俊輔氏もおられた｡
氏は確か長谷八幡神社の氏子だったはずである｡寒いなかでちょっと立ち話をする｡｢あなた､病気をして顔がやさしくなりましたね｣

そ､つ

と言われる｡そういえば､鶴見氏も病気の巣
くつ

窟といっていいくらい､いろいろな病気をしてこられたことを本で読んだことがある｡

いつかの折に､氏が　｢このあたりは歌枕の

やしおおか

地でね､八塩の岡といって紅葉の名所でね｣と教えてくださったことがあり､恥入ったことがある｡例の　『洛北　岩倉誌』　の図版をみていてはっと気がついたのだが､八塩の岡はわたしの家の裏にある小高い岡のことだった｡今は竹やぶになっているが､藤原公任や西行もこの岡を詠んでいることに何ともいえない感慨がある｡

いねくらややしは染めたるもみぢ葉を長谷川におしひたしたる

西行　『夫木和歌集』

長谷八幡神社は千百年以上続いている古い
神社である｡その鳥居をくぐる度に千年の時

･e
′四♂

tJわたしの京都
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